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あとがき
　本特集では，古くて新しいテーマである，感染症
と腎疾患を取り上げました。
　新型コロナウイルス感染症は，あらためて，人類
にとっての感染症の脅威を認識する機会となりま
した。今後，地球の温暖化もあいまって，新たな感
染症のリスクも注目されています。
　感染症は，急性腎障害，慢性腎臓病（CKD）の原
因として重要です。細菌感染に伴う糸球体腎炎の代
表として，従来から溶連菌感染後急性糸球体腎炎が
ありますが，近年では感染症とほぼ同時にみられる
高齢者の糸球体腎炎が増加してきており，感染関連
糸球体腎炎と総称されるようになってきました。ま
た，本特集でも触れていますが，ウイルスが関与す
る腎炎，間質病変，感染症と急性腎障害，腎・尿路
感染症，腎移植患者の感染症も臨床的に重要です。
さらに，IgA腎症の発症に感染症は深く関わってい
ます。
　一方，CKD患者は感染症のリスクが高く，保存期
CKD患者の約4％，透析患者の約22％が感染症で死
亡します。2022年末のわが国の慢性透析療法の現況
によりますと，慢性透析患者全体の死因の第 1位が
はじめて感染症となりました。腎臓病・透析患者
は，免疫能低下等により，感染症罹患および重症化
のリスクが高くなっています。多発性囊胞腎におけ
る囊胞感染，腎移植患者における感染症，腹膜炎な
どもこれらの患者の管理上重要な課題となります。
　感染症を合併したCKD患者では，CKDの進展が
加速し，心血管疾患がいっそう増加します。さら
に，透析患者は感染のリスクが高く，透析施設内の
院内感染が問題となることがあります。2023年末に
は，「透析施設における標準的な透析操作と感染予
防に関するガイドラインの改訂版（六訂版）」も発
表されました。
　本特集では，感染症と腎疾患について，病因とし
ての感染症の意義，腎疾患における感染症の管理な
ど，最新の情報を含めて多角的に取り上げました。
本誌を日常臨床に役立てていただければ幸いです。
� 安藤　亮一
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